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る
え
与
に
性
産
生
が
策
政
事
人

ン
セ
ン
イ
（
気
る
や
、
は
に
響
影

　

徴
特
の
業
企
籍
国
多
の
本
日

と
配
支
な
正
厳
る
よ
に
社
本
、
は

。
だ
理
管
中
集
の
源
資
的
略
戦

　

好
嗜
で
間
場
市
、
は
ル
デ
モ
同

が
性
様
多
な
き
大
に
造
構
場
市
や

り
な
と
ル
デ
モ
の
強
最
ば
れ
け
な

お
に
場
市
働
労
や
品
製
、
が
る
得

。
い
な
き
で
応
対
に
求
要
、
合
場

　

で
場
市
い
き
大
が
害
弊
の
者
後

実
略
戦
た
し
存
依
に
員
在
駐
、
は

の
へ
ル
デ
モ
な
軟
柔
り
よ
ら
か
行

　

期
長
、
金
賃
列
序
功
年
、
用
採
括
一
卒
新

企
る
れ
ば
呼
と
行
慣
用
雇
的
本
日
ど
な
用
雇

）
ん
へ
う
ほ
（
貶
褒
誉
毀
は
に
度
制
事
人
業

と
こ
る
す
析
分
て
い
づ
基
に
拠
根
的
学
科
が

戦
興
再
本
日
「
。
る
あ
が
義
意
に
常
非
は

人
る
て
勝
で
界
世
・
加
参
員
全
「
も
で
」
略

て
れ
ら
げ
挙
が
題
課
う
い
と
」
る
て
育
を
材

り
お

、女
・性若
・者

さ
待
期
が
用
活
の
者
齢
高

本
日
の
後
今
、
が
論
議
の
日
本
。
る
い
て
れ

唆
示
を
向
方
き
べ
む
進
が
度
制
事
人
の
業
企

。
る
い
て
し
待
期
を
と
こ
る
あ
で
の
も
る
す

　

授
教
院
学
大
大
橋
一
司
大
口
川

内
の
業
企
、
ら
か
前
年
数
に
共
と

に
点
題
問
や
能
機
の
場
市
働
労
部

手
大
ア
エ
ウ
ト
フ
ソ
理
管
与
給
事

面
全
の
所
究
研
業
産
済
経
と
社
ズ

デ
事
人
の
業
企
大
、
得
を
援
支
的

。
た
き
て
め
進
を

　

)

適
、

。
る
あ
が
ム
ズ
ニ
カ
メ
の
つ
３
の

　

、
て
い
お
に
計
設
の
度
制
酬
報

(

力
努
や
間
時

)

基
に

(

性
産
生

)な
要
重
は
の
う
い
と
か
く
づ
基
に

。
だ
素
要

　

用
車
た
し
析
分
が
私
、
ば
え
例

　

を
者
演
講
各
は
で
論
討
ル
ネ
パ

Ｉ
Ｒ
司
大
口
川
、
に
ト
ス
リ
ネ
パ

の
場
会
。
た
し
会
司
が
授
教
科
究

の
問
質
た
れ
ら
せ
寄
ら
か
者
講
聴

義
主
果
成
の
業
企
本
日
、
ら
か
中

。
る
な
と
務
急
が
成
育
材
人

　

事
仕
な
雑
複
は
で
場
市
国
進
先

、
め
た
す
や
増
を
材
人
す
な
こ
を

キ
ス
の
く
多
じ
通
を
験
経
い
広
幅

発
開
力
能
る
せ
さ
け
付
に
身
を
ル

で
場
市
国
興
新
、
し
成
作
を
策
政は

ら
さ

対
へ
性
動
流
働
労
い
高
に

の
策
政
発
開
力
能
、
め
た
る
す
応

採
い
な
れ
恐
を
複
重
と
示
提
期
早

。
る
れ
ら
迫
が
用

を
策
政
事
人
の
業
企
本
日
、
は
析

を
唆
示
の
く
多
で
上
る
す
討
検
再

性
女
、
ば
え
例
。
る
れ
く
て
え
与

と
因
要
い
高
が
関
相
の
と
進
昇
の

暇
休
児
育
や
働
労
間
時
長
、
て
し

。
る
あ
が
ど
な
帰
復
期
早
の
ら
か

は
に
価
評
く
づ
基
に
標
指
的
観
主

予
、
り
か
か
が
ス
ア
イ
バ
な
々
様

離
乖
の
と
想

）
り
い
か
（

業
従
が

与
を
響
影
に
職
離
や
感
得
納
の
員

の
業
企
本
日
、
た
ま
。
る
い
て
え

、
て
し
と
左
証
す
示
を
理
管
次
年

員
工
、
合
場
の
社
会
売
販
ス
ラ
ガ

に
給
合
歩
ら
か
給
間
時
を
酬
報
の

が
性
産
生
、
後
更
変
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し
上
向
％

の
員
工
の
々
個
は
分
半
ち
う
。
た

の
性
産
生
が
り
残
、
上
向
性
産
生

。
だ
果
結
の
社
入
の
者
働
労
い
高

　

職
い
な
で
易
容
が
測
計
性
産
生

得
所
る
よ
に
進
昇
、
て
い
お
に
業

影
の
こ
。
る
め
高
を
気
る
や
が
増

い
て
れ
さ
積
蓄
が
究
研
証
実
て

。
る

　

間
中
、
し
対
に
性
産
生
の
織
組

す
ら
た
も
を
差
な
き
大
が
職
理
管

の
へ
進
昇
職
理
管
、
か
い
な
か
い

う
ど
は
争
競
う
伴
を
働
労
間
時
長

行
慣
用
雇
型
本
日
、
か
き
べ
る
あ

。
た
し
開
展
を
論
議
な
発
活

同
は
者
働
労
た
し
社
入
に
期
況
不

い
な
少
が
）
手
相
争
競
（
数
の
期

昇
べ
比
と
組
社
入
期
況
好
、
め
た

い
て
け
受
を
遇
待
な
利
有
で
面
進

様
多
の
方
き
働
、
は
ら
れ
こ
。
た

、
や
備
整
境
環
務
勤
る
え
支
を
化

で
積
蓄
を
報
情
力
能
な
確
正
り
よ

　

の
用
雇
規
正
非
の
本
日
、
在
現

は
率
比
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雇
期
有
ち
う
、
％
６
・

は
率
比
用
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経
、
し
達
に
％
９
・

）
Ｄ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
（
構
機
発
開
力
協
済

。
る
あ
に
準
水
い
高
も
最
で
国
諸

安
不
の
用
雇
は
大
増
用
雇
期
有

用
雇
、
差
格
遇
待
の
等
金
賃
、
定

日
、
が
す
ら
た
も
を
下
低
の
質
の

規
正
ら
か
用
雇
期
有
は
合
場
の
本

が
と
こ
い
低
が
率
換
転
の
へ
用
雇

年
５
は
で
本
日
。
だ
題
問
な
刻
深

換
転
に
規
正
ら
か
規
正
非
に
内
以

　

率
比
職
理
管
性
女
の
業
企
本
日

め
た
す
や
増
を
職
理
管
性
女
。
い

就
や
発
開
力
能
の
側
性
女
、
は
に

、
が
だ
事
大
が
欲
意
の
へ
続
継
業

い
て
し
示
が
究
研
の
々
我
も
と
こ

を
司
上
る
あ
に
位
下
の
布
分
、
合

に
司
上
な
秀
優
る
す
置
位
に
位
上

性
産
生
の
下
部
、
と
る
え
換
き
置

が
率
職
離
、
し
善
改
上
以
割
１
が12

れ
ら
得
が
計
推
う
い
と
る
減
％。

た
　

が
度
制
事
人
、
は
学
済
経
事
人

な
み
の
響
影
す
ら
た
も
に
性
産
生

つ
に
上
向
性
産
生
の
国
た
じ
通
を

果
成
究
研
だ
ん
富
に
唆
示
も
て
い

。
る
い
て
し
供
提
を

性
女
が
援
支
ス
ン
ラ
バ
フ
イ
ラ
ク

と
こ
る
め
高
を
欲
意
た
し
う
こ
の

り
よ
が
み
組
り
取
の
業
企
、
ら
か

。
だ
要
重

　

割
役
の
職
理
管
の
先
属
配
任
初

い
長
を
成
育
の
性
女
、
で
事
大
も

要
必
が
と
こ
る
い
て
え
考
で
点
視

女
、
が
待
期
の
ら
か
職
理
管
や
験

、
気
る
や
、
信
自
の
へ
事
仕
の
性

に
と
こ
る
め
高
を
欲
意
続
継
業
就

。
だ
ら
か
る
が
な
つ

　

管
性
女
、
し
援
支
を
躍
活
の
性
女

く
い
で
ん
組
り
取
に
大
増
の
職
理

。
る
れ
さ
待
期
が
と
こ

り
よ
、
換
転
の
へ
度
制
価
評
る
き

上
る
す
討
検
を
用
活
材
人
な
軟
柔

。
る
す
供
提
を
料
材
断
判
な
要
重
で

　

実
、
ね
重
を
析
分
に
ら
さ
後
今

し
対
に
家
務

ら
さ

察
洞
な
用
有
に

て
し
表
発
を
果
成
む
富
に
見
知
と

。
い
た
き
い

約
が
割
の
人
た
し
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調
う
い
と
％

諸
Ｄ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
が
る
あ
が
果
結
査

が
率
換
転
の
内
以
年
３
は
で
国

40

60

況
状
の
本
日
。
る
す
達
に
％

勤
、
務
職
は
に
め
た
る
す
善
改
を

が
か
れ
ず
い
の
間
時
働
労
、
地
務

の
」
員
社
正
定
限
「
る
れ
さ
定
限

べ
る
め
進
を
備
整
の
度
制
・
及
普

導
が
度
程
数
半
の
業
企
大
。
だ
き

ら
か
用
雇
規
正
非
、
り
お
て
し
入

ろ
だ
る
な
に
皿
け
受
の
換
転
の

。
う

生
産
性
向
上
に
対
す
る

　
　
人
事
経
済
学
の
ア
プ
ロ

チ

基
調
講
演先

進
国
市
場
と
新
興
国
市
場
に
お
け
る

日
本
企
業
の
グ
ロ

バ
ル
タ
レ
ン
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

報
告

産
学
官
連
携
プ
ロ
ジ
ク
ト
か
ら
見
え
て
き
た

日
本
の
人
的
資
源
管
理
の
特
徴
と
問
題
点

研
究
成
果
報
告

グ
ロ

バ
ル
化
時
代
の
日
本
企
業
が

　
　
直
面
す
る
人
事
政
策
上
の
チ
レ
ン
ジ

パ
ネ
ル
デ
ス
カ
シ
ン

女
性
の
活
躍
の
場
の
拡
大
と

ワ

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
支
援

管
理
職
の
役
割

報
告

労
働
市
場
の
二
極
化
と

　
　
正
社
員
の
多
様
化
に
向
け
て

報
告

長
員
委
会
員
委
問
諮
領
統
大
国
米
元
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る
す
援
支
を
れ
こ
と
力
材
人
、
は
に
長
成
の
後
今
の
業
企
本
日

会
社
学
大
京
東
ど
ほ
の
こ
。
―
―
要
必
が
み
組
仕
な
た
新
の
用
雇

シ
際
国
、
は
）
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｉ
Ｒ
（
所
究
研
業
産
済
経
と
所
究
研
学
科

を
事
人
の
本
日
「
ム
ウ
ジ
ポ
ン

学
科

の
米
日
。
催
開
を
」
る
え
考
を
ム
テ
ス
シ
用
雇
る
け
お
に
代
時
化

ム
テ
ス
シ
事
人
の
業
企
本
日
、
に
基
を
見
知
た
得
ら
か
ど
な
究
研

。
た
し
論
議
を
ど
な
向
方
き
べ
む
進
後
今
や
点
題
問
の

議
審
房
官
臣
大
省
業
産
済
経

官

用
雇
（

・

当
担
材
人
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